
渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 

第１７回賢明な利活用及び 

地域振興検討合同部会 

  
議事次第 

日時：令和元年５月２２日（水）13：30～15：00 

場所：栃木市藤岡公民館 ２Ｆ 大会議室２ 

１．開会 

２．挨拶 

３．議題 

（１）具体的テーマについて 

・ヨシ焼きの継続実施とヨシの新たな利用について 

  

４．情報交換 

５．その他 

６．閉会 

 

 

 

 

 

 

（配布資料の一覧） 

・議事次第、出席者一覧、席次表 

・資料1：合同部会①の進め方について 

・参考１：第16回合同部会①_議事要旨 

・参考２：「渡良瀬遊水地エリア 

エコロジカル・ネットワーク形成アクションプラン」 

・参考３：「渡良瀬遊水地ヨシ焼き＆観光資源化の取り組み」 

・その他：情報交換資料 
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１．第１７回合同部会①の進め方 

 「ヨシ焼きの継続実施とヨシの新たな利用」について 

（１）前回の協議内容 ※意見等は別添（参考１）のとおり 

① H31 年ヨシ焼き実施の概要についての説明 

② ヨシ焼き見学ツアー等イベントの紹介 

③ ヨシ焼きの見学にヨシ刈り体験や火入れ体験を加え、既存の野鳥観察会や植物

観察会と組み合わせた取り組み案について、意見交換 

【事務局の考え方】 

・季節ごとに行われている既存の事業に合わせて、ヨシ焼きの継続実施につながる

内容を組み合わせて参加者を募集する。 

【今後の進め方についての意見】※今回の部会の出欠報告に記載いただいたもの 

・ヨシ焼き連絡会の現状と抱えている問題について、ヨシ利用者の方より率直な話

を伺い、情報共有した上で継続の方法等を話し合うべきではないか。 

・ヨシ焼き火入れ体験ツアーにより点火希望者を募る案については、延期になった

場合の点火者が確保できるのかの懸念があるので、地元で色々な団体に声をかけ、

若い人たちの参入を図るには、どうしたら良いかを検討すべきではないか。 

 

（２）今後の進め方【令和元年度事業計画（案）】 

7 月開催予定の協議会においては、昨年 9 月からの部会での検討結果を報告し、 

 協議会以降の取り組み及び方向性として、別添の事業計画（案）に記載のテーマに

基づいて取組むことを提案する。 

なお、検討にあたっては、当協議会における取り組みと関連性のある渡良瀬遊水

地エリアエコロジカルネットワーク推進協議会との連携を図るため、「渡良瀬遊水

地エリアエコロジカルネットワーク形成アクションプラン」（Ｐ２）に記載のプロ

ジェクト２：エコツーリズムとして、同協議会事務局が主体となり実施するモニǿ

ーツアーの内容をたたき台として活用する。 

①ヨシ焼きの火入れ体験と周辺地域周遊等をセットにしたもの 

～同アクションプラン【Ｐ７・その３】をたたき台として、ヨシ焼きにおける

人手不足解消に繋がる方策を含めて意見交換を行う。 

②ヨシズ編み体験やヨシ刈り体験と観察会等をセットにしたもの 

 ～同アクションプラン【Ｐ６・その１～Ｐ８】をたたき台として、協議会紹介

パンフに掲載の事業と組み合わたツアー等を通じて、ヨシ原の保全やヨシ焼き

実施の必要性の普及啓発に繋げていく。 

 ※①については、ヨシ焼き実施日に限定されるが、②については、季節毎に組合

せを変えるなど年間を通して受入れも可能である。 

令和元年５月２２日 第１７回合同部会 資料１（栃木市） 



令和元年度事業計画（案） 

①賢明な利活用及び地域振興検討合同部会（部会長・事務局 栃木市） 

１．今後の部会の取り組み及び方向性について 

遊水地におけるツアーメニューとして、下記４－１、２（エコツーリズム、観光）に関連するテーマとして、ヨシ焼き火入れ体験と周辺

地域周遊等をセットしたもの、また、下記１－２（自然環境を生かした利用）に関連するテーマとして、ヨシ刈り体験と観察会等をセット

にしたものを検討する。 

 

 

 

項　　目 H28年 H29年 H30年 H31年
H32年

(2020年オリンピック)
H33～長期 摘　要

シンポジューム・ロゴマーク

全体計画（将来ビジョン）

緊急時の連絡先、対応ルールの作成

自転車・歩行者の区割りの徹底、その他安全
対策の検討

10のマナー済み

よしず利用の促進 ヨシの新たな 利用の検討

ヨシ焼きの継続実施 に向けた検討

実態と課題の整理 対応方針　　　　　　　　　　協　力　依　頼　・　改　善

実態と課題の整理 対応方針　　　　　　　　　　協　力　依　頼　・　改　善

対応方法の検討、普及・啓発

メニュー、企画、受入れ体制

企画、情報発信

よしず利用の促進、ヨシの新たな利用
ヨシ焼きの継続実施に向けた検討

「１．賢明な利活用」及び「４．地域振興」合同部会①　　全体タイムスケジュール（案）

５．鳥類、植物、昆虫等の観察
マナーの徹底

１．エコツーリズム

２．観光

３．ヨシの利用

４．アクセス道路ネットワーク化

５．遊水地内道路案内（サイン）

１．賢明な利活用

４．地域振興

１．全体的な計画の検討

全体合同部会での検討が必要

２．自然環境を生かした利用

３．地域連携による安全対策

４．利用ルール（マナー、モラ
ル）

10のマナーパンフレット等を活用した
普及・啓発

H28.9.28 合同部会① 資料２

令和元年５月２２日 第 17 回合同部会資料 

－２－ 


